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水
道
施
設
管
理
技
士

制
度
管
理
委
員
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
日
を
変
更

国
際
水
協
会

厚
生
労
働
省
は
６
日
、
平
成

�
年
度
末
（
平
成
�
年
３
月
�

日
現
在
）
に
お
け
る
水
道
普
及

の
現
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
水
道
普
及
率
は
前
年

度
の
�
・
７
％
よ
り
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
て
�
・
８
％

と
な
っ
た
。

平
成
�
年
度
末
に
お
け
る
総

人
口
は
、
前
年
度
よ
り
�
万
４

０
８
４
人
増
え
て
１
億
２
７
４

４
万
４
０
４
８
人
。
こ
れ
に
対

し
給
水
人
口
は
１
億
２
３
３
７

万
７
８
７
１
人
と
な
っ
た
。
給

水
人
口
は
前
年
度
の
１
億
２
２

９
７
万
６
７
１
０
人
か
ら
、
�

万
１
１
６
１
人
増
え
た
計
算

だ
。
し
か
し
水
道
の
恩
恵
に
浴

し
て
い
な
い
未
普
及
人
口
は
、

な
お
４
０
６
万
６
１
７
７
人
に

も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

給
水
人
口
の
伸
び
は
�
年
度

�
万
人
、平
成
元
年
度
	
万
人
、

５
年
度


万
人
、
�
年
度
は
�

万
人
だ
っ
た
。
年
々
給
水
人
口

の
伸
び
は
ダ
ウ
ン
し
て
い
る

が
、
給
水
人
口
は
着
実
に
増
え

て
い
る
。

残
る
未
普
及
地
域
が
い
ず
れ

も
布
設
条
件
が
悪
く
、
給
水
人

口
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
は
至

難
と
い
え
る
。
し
か
し
、
未
普

及
解
消
へ
向
け
て
の
事
業
意
欲

は
極
め
て
強
い
。
補
助
制
度
の

活
用
等
に
よ
り
今
後
と
も
普
及

率
は
着
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
く

も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

上
水
道
の
シ
ェ
ア
は

・
５

％
で
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ッ

プ
。
簡
易
水
道
の
給
水
人
口
は

前
年
度
と
比
べ
�
万
６
０
４
０

人
減
少
し
、
シ
ェ
ア
は
５
・
�

％
か
ら
５
・
０
％
に
ダ
ウ
ン
し

た
。
未
普
及
解
消
へ
向
け
て
の

簡
易
水
道
整
備
が
積
極
的
に
進

め
ら
れ
る
一
方
、
上
水
道
へ
の

統
合
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
専
用
水
道

の
シ
ェ
ア
は
０
・
５
％
と
前
年

度
と
変
わ
ら
な
い
が
、
給
水
人

口
は
９
２
０
３
人
減
少
し
た
。

水
道
普
及
率
が
最
も
低
い
の

は
熊
本
県
の
�
・
９
％
（
前
年

度
�
・
４
％
）。
以
下
秋
田
県

�
・
９
％
（
�
・
８
％
）
、
茨

城
県
�
・
０
％
（
�
・
７
％
）、

大
分
県
�
・
７
％
（
�
・
７

％
）、
岩
手
県
�
・
５
％
（
�

・
２
％
）
と
続
い
て
い
る
。
未

普
及
地
域
の
解
消
は
、
引
き
続

き
重
要
な
課
題
だ
。

水
道
普
及
率
９６.８
％
に

厚
労
省

簡
易
水
道
の
統
合
進
む

�
世
紀
の
中
頃
を
見
通
し
つ
つ
概
ね
�

年
間
の「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
打
ち
出
す
と

い
う
厚
生
労
働
省
の
試
み
に
対
し
、
本
紙

は
こ
れ
を
平
成
�
年
水
道
界
�
大
ニ
ュ
ー

ス
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
て
注
目
し
て
き
た
。

�
年
間
で
事
業
費
が
ど
れ
く
ら
い
見
込

ま
れ
る
の
か
、
更
新
補
助
制
度
は
創
設
さ

れ
る
の
か
、
民
活
・
民
営
化
は
ど
う
な
る
、

�
外
圧
�
に
ど
う
対
処
す
る
、
と
い
っ
た

当
面
の
関
心
事
に
応
え
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。

１
年
間
に
７
回
の
検
討
会
を
経
て
先
般

発
表
さ
れ
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
１

案
）」（
本
紙
前
号
掲
載
）
で
は
、
こ
れ
ら

の
懸
案
事
項
を
包
括
し
な
が
ら
も
、
更
に

一
段
と
高
次
元
の
立
場
か
ら
「
新
た
な
共

通
認
識
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

内
容
は
水
道
界
を
元
気
づ
け
る
、
迫
力
の

あ
る
も
の
だ
っ
た
。

水
道
補
助
金
が
削
減
さ
れ
、
料
金
収
入

も
伸
び
な
い
状
況
の
も

と
で
、
老
朽
施
設
の
更

新
に
迫
ら
れ
て
お
り
な

が
ら
、
一
方
で
は
「
安

心
・
安
定
・
持
続
・
環
境
・
国
際
」（
政

策
目
標
の
キ
ー
ワ
ー
ド
）
と
い
っ
た
要
請

は
強
ま
る
ば
か
り
。
ま
さ
に
問
題
山
積
・

八
方
塞
が
り
の
水
道
事
業
の
現
状
に
対

し
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
数
十
年
に
一

度
の
機
会
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」

と
い
っ
て
い
る
。「
今
こ
そ
数

�
年
ぶ
り
に
到
来
し
た
水
道
再

構
築
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
」
と

い
う
呼
び
か
け
だ
。

�
ビ
ジ
ョ
ン
�
と
は
洞
察
で

あ
り
、
先
の
見
通
し
で
あ
り
、

想
像
力
で
あ
る
。「
計
画
」
と

は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
な
の

だ
。
我
々
は「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
点
を
先
ず
評
価
し
た
い
。

第
２
の
評
価
は
「
現
状
を
可
能
な
限
り

定
量
的
に
分
析
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
将
来
を
展
望
し
た
」
と
い
う
点
で

あ
る
。「�
拡
張
の
�
世
紀
�
で
築
き
上
げ

た
世
界
に
冠
た
る
水
道
を
、
半
世
紀
・
一

世
紀
先
を
展
望
し
つ
つ
将
来
に
引
き
継
い

で
い
く
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目

指
す
こ
と
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
」
と

い
う
文
言
は
、
日
本
水
道
協
会
総
会
で
決

議
さ
れ
た
「
�
世
紀
水
道
宣
言
」（
平
成

�
年
）
の
理
念
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ

が
、
検
討
会
で
は「
現
状
は
ど
う
な
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
数
値
を
も
っ
て
確
認
す
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
「
新
し
い
資
金
源
の
活
用
体
制

を
確
立
す
る
必
要
」
を
指
摘
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
現
在
の
水
道
ス
ト
ッ
ク
を
�
兆

円
と
分
析
し
た
上
で
「
今
後
建
設
投
資
額

が
毎
年
１
％
ず
つ
減
っ
て
い
く
と
�
年
後

に
は
更
新
需
要
（
現
在
は
約
５
０
０
０
億

円
）
が
投
資
額
を
上
回
っ
て
し
ま
う
」
と

い
う
試
算
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、「
新
た
な
概
念
に
よ
る
広
域
化

の
必
要
性
」（
こ
れ
は
「
政
策
目
標
」
の

最
重
点
の
一
つ
）
は
、
全
国
約
６
万
人
の

水
道
職
員
の
う
ち
、
半
分
以
上
が
�
歳
以

上
で
占
め
ら
れ
て
お
り
「
�
歳
未
満
の
職

員
は
わ
ず
か
２
０
０
０
人
」
と
い
う
衝
撃

的
な
分
析
結
果
を
も
考
慮
し
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
、「
耐
震
化
さ
れ
た
浄
水
場
は

�
％
・
応
急
給
水
計
画
を
策
定
し
て
い
る

水
道
事
業
体
は
�
％
」「
原
水
か
ら
給
水

栓
ま
で
の
汚
染
リ
ス
ク
管
理
計
画
の
策
定

・
公
表
」と
い
っ
た
政
策
目
標（
５
項
目
）も

定
量
分
析
の
結
果
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の

だ
け
に
説
得
力
を
も
っ
て
迫
っ
て
く
る
。

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
�
世
紀
初
頭
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
駅
伝
走
者
の
立
場

で
「
目
指
す
べ
き
方
向
性
」
を
ま
と
め
た

も
の
だ
が
、
レ
ー
ス
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
く
。
我
々
は「
苦
境
こ
そ
は
、ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
」
と
す
る
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
基
本
姿
勢
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

水水道道施施設設管管理理技技士士
制制度度ががススタターートト

水道ビジョン案 水
道
界
を
元
気
づ
け
る
迫
力 平

成
�
年
度
に
改
正
水
道
法

が
施
行
さ
れ
、
民
間
企
業
が
水

道
事
業
の
運
転
、
維
持
管
理
業

務
に
参
画
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
水
道
界
初
の
『
水
道

施
設
管
理
技
士
資
格
制
度
』

は
、
こ
の
第
三
者
委
託
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
の
が
目
的
。
浄
水
管

理
技
士
３
～
１
級
、
管
路
施
設

管
理
技
士
３
～
１
級
の
６
種
類

か
ら
な
る
。

管
理
技
士
資
格
制
度
管
理
委

員
会
は
、
日
本
水
道
協
会
、
水

道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
給
水

工
事
技
術
振
興
財
団
、
全
国
簡

易
水
道
協
議
会
の
４
者
で
構
成

す
る
「
協
議
会
」
の
諮
問
機
関

と
も
い
え
る
も
の
。
水
道
事
業

体
、
民
間
企
業
、
有
識
者
、
行

政
経
験
者
ら
７
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

試
験
や
講
習
会
を
実
施
す
る

「
認
定
セ
ン
タ
ー
」
は
、
資
格

認
定
登
録
機
関
で
も
あ
る
日
水

協
に
置
か
れ
る
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
３
月
か
ら
４
月
中
旬
ま
で

全
国
の
水
道
関
連
企
業
や
水
道

事
業
体
職
員
、
Ｏ
Ｂ
を
対
象
に

３
級
管
理
技
士
の
募
集
を
始
め

る
。
応
募
は
、
申
請
者
が
日
水

協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
事

項
を
直
接
入
力
す
る
方
法
が
と

ら
れ
る
。

３
級
に
つ
い
て
は
、
こ
の
入

力
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
実
務
経

験
等
を
審
査
し
、
資
格
要
件
を

満
た
し
て
い
る
者
を
対
象
に
６

月
中
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
初

任
者
講
習
会
を
行
う
。
確
認
試

験
の
あ
と
受
講
修
了
者
に
資
格

認
定
・
登
録
証
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
る
。�
年
度
下
半
期
に
、

３
級
認
定
・
登
録
者
を
対
象
に

２
級
と
１
級
の
募
集
と
試
験
を

実
施
し
、
年
度
内
に
認
定
・
登

録
を
終
え
る
予
定
だ
。
認
定
登

録
の
有
効
期
間
は
４
年
。
更
新

時
に
は
各
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
講

習
会
の
受
講
が
必
要
と
な
る
。

３
級
の
講
習
会
受
講
料
は
１

万
円
、
登
録
料
も
１
万
円
に
設

定
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
日
水
協

で
は
制
度
運
用
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
資
格
制
度
運
用
シ
ス
テ
ム
を

立
ち
上
げ
る
。

委
員
長
に
就
任
し
た
眞
柄
教

授
は
、「
�
年
後
に
は
技
能
者

の
数
が
減
少
す
る
。
そ
の
時
ま

で
に
制
度
が
機
能
し
て
い
な
い

と
日
常
的
な
業
務
に
も
支
障
が

出
る
」
と
語
り
、
制
度
の
社
会

的
認
知
と
円
滑
な
運
営
に
向
け

て
協
力
を
要
請
し
た
。

３
月
か
ら
「
３
級
管
理
技
士
」
の
募
集
開
始
へ
―
。
水
道
施
設
管
理
技
士
制
度
の
円
滑
な
運
用
と
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
の
「
管
理
委
員
会
」（
委
員
長＝

眞
柄
泰
基
・
北
海
道
大
学
教
授
）
の
初
会
合
が
�
日
、
水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
会
議
で
は
資
格
制
度
の
枠
組
み
・
組
織
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
募
集
方
法
等
を
了
承
し

た
。
試
験
と
講
習
会
を
実
施
す
る
「
水
道
施
設
管
理
技
士
認
定
セ
ン
タ
ー
」
は
日
本
水
道
協
会
に
置
か
れ
る
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
３
月
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け
て
３
級
の
募
集
を
行
い
、
講
習
会
を
経
て
８
月
ま
で
に
認
定
を
終
え
る
方
針
だ
。
改

正
水
道
法
に
よ
る
第
三
者
委
託
制
度
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
資
格
制
度
が
い
よ
い
よ
動
き
出
す
。

委
員
長＝

眞
柄
泰
基
・
北
海

道
大
学
教
授

副
委
員
長＝

石

井
晴
夫
・
作
新
学
院
大
学
経
営

学
研
究
科
教
授

委
員＝

小
林

康
彦
・
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ

ー
理
事
長
▽
清
水
鳩
子
・
主
婦

連
合
会
参
与
▽
白
濱
英
一
・
神

奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
副

企
業
長
▽
玉
井
義
弘
・
日
水
コ

ン
相
談
役
▽
豊
田
富
雄
・
元
埼

玉
県
南
水
道
企
業
団
企
業
長

厚
生
労
働
省
は
９
日
付
け
で

各
都
道
府
県
水
道
行
政
担
当
部

局
長
等
に
あ
て
て
、
水
道
課
長

名
に
よ
り
「
水
道
施
設
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
及
び
資
機
材

等
の
材
質
に
関
す
る
試
験
の
一

部
改
正
」「
給
水
装
置
の
構
造

及
び
材
質
の
基
準
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
及

び
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質

の
基
準
に
係
る
試
験
の
一
部
改

正
」
に
つ
い
て
通
知
し
た
。
改

正
省
令
等
が
１
月
�
日
付
け
で

公
布
さ
れ
た
の
に
対
応
し
た
も

の
。
運
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
を
示
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
浄
水
過

程
で
水
に
注
入
さ
れ
る
薬
品
、

浄
水
処
理
過
程
で
水
に
接
す
る

資
機
材
等
か
ら
の
浸
出
基
準
を

改
め
た
。
こ
の
う
ち
薬
品
で
の

臭
素
酸
に
つ
い
て
は
現
在
の
技

術
的
な
状
況
を
考
慮
し
、
水
質

基
準
値
の
２
分
の
１
（
０
・
０

０
５
㎎
／
㍑
）
と
し
た
。
し
か

し
、
薬
品
中
の
不
純
物
は
で
き

る
か
ぎ
り
低
減
す
べ
き
―
と
の

観
点
か
ら
、
技
術
の
進
展
状
況

を
勘
案
し
、
概
ね
３
年
後
を
目

処
と
し
て
見
直
す
方
針
と
い

う
。
通
知
で
は
、
薬
品
の
安
全

性
を
評
価
す
る
試
験
方
法
に
つ

い
て
は
、
水
道
事
業
者
が
合
理

的
、客
観
的
な
判
断
に
基
づ
き
、

自
ら
の
責
任
で
行
う
―
と
し
、

近
く
「
水
道
用
薬
品
評
価
の
た

め
の
試
験
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
見
直
す
方
針
を
示
し
た
。

基
準
の
う
ち
「（
全
有
機
物

炭
素
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）
の
量
）
に
つ

い
て
は
経
過
措
置
を
設
け
、
施

行
は
平
成
�
年
４
月
１
日
と
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
従
前
の
過
マ

ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
を

基
準
項
目
と
し
、
従
前
の
基
準

値
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
可
能
な
場
合
に
は
�
年
４

月
１
日
以
降
弾
力
的
に
Ｔ
Ｏ
Ｃ

で
の
検
査
を
行
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
と
い
う
。

TOCで経過措置
厚労省 施設の技術的基準等で通知

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は
１

月
�
日
、「
下
水
道
工
事
に
お

け
る
事
故
防
止
の
た
め
の
重
点

対
策
」
に
つ
い
て
都
道
府
県
な

ど
に
通
知
し
た
。

下
水
道
工
事
に
お
け
る
平
成

�
年
の
死
傷
者
件
数
は
１
５
１

件
、
死
傷
者
数
１
６
２
名
で
、

こ
の
う
ち
死
亡
者
は
�
名
に
上

る
。
安
全
対
策
は
全
て
に
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
工
事
関

係
者
は
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
な
か
な

か
事
故
は
減
ら
な
い
の
が
現
状

だ
。
平
成
�
年
に
お
け
る
事
故

発
生
要
因
は
本
人
の
不
注
意

（
�
件
）、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
の

不
注
意
（
�
件
）、
資
器
材
の

落
下（
�
件
）、
転
落（
�
件
）、

土
砂
崩
壊
（
�
件
）、
第
三
者

の
事
故
（
�
件
）、
車
と
の
接

触
（
９
件
）、
作
業
車
両
等
の

転
倒
（
３
件
）、
爆
発
（
３
件
）

等
と
な
っ
て
い
る
。

通
知
で
は
足
場
等
か
ら
の
墜

落
事
故
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
手
す
り
先
行
型
足
場
な
ど

組
立
解
体
時
に
安
全
な
足
場
の

使
用
推
進
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
ま
た
、
土
砂
崩
落
に
対
し

て
は
土
留
め
先
行
方
法
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
あ
て
矢
板

（
床
付
ま
で
掘
削
を
し
て
矢
板

を
あ
て
る
施
工
）
な
ど
危
険
な

施
工
を
行
わ
な
い
よ
う
連
絡
し

て
い
る
。
国
土
交
通
省
下
水
道

部
は
Ｈ
Ｐ
に
下
水
道
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
を
設
け
、
月
ご
と
の

事
故
件
数
や
事
故
内
容
に
つ
い

て
公
表
し
て
お
り
、
今
後
も
事

故
ゼ
ロ
を
呼
び
か
け
て
い
く
方

針
だ
。

下
水
道
工
事
の
事
故
ゼ
ロ
へ

国
交
省

が
通
知

平
成
１５
年
は
死
亡
者
１２
名

国
際
水
協
会
（
Ｉ
Ｗ
Ａ
）
は

５
月
に
日
本
で
『
効
率
的
水
道

経
営
』（
案
）
を
テ
ー
マ
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

が
、
開
催
期
日
が
当
初
の
５
月

�
・
�
日
か
ら
５
月
�
・
�
日

（
月
・
火
）
に
変
更
に
な
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
日
本

水
道
協
会
、
日
本
水
道
工
業
団

体
連
合
会
と
の
共
催
。
参
加
定

員
は
１
５
０
名
。
参
加
費
は
有

料
（
未
定
）。

水
道
の
普

及
率
は
�
・

８
％
（
�
年

度
末
現
在
）

で
未
普
及
人

口
は
４
２
０

万
人
▼
厚
労
省
調
べ
に
よ
る

と
全
国
の
給
水
区
域
外
に
住

ん
で
い
る
人
口
割
合
は
約
１

％
（
１
５
０
万
人
）
で
、
う

ち
�
万
人
は
専
用
水
道
や
都

道
府
県
の
条
例
等
に
よ
る
小

規
模
水
道
か
ら
給
水
さ
れ
て

い
る
▼
残
り
の
約
１
０
０
万

人
が
水
道
法
の
対
象
外
に
置

か
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の

人
た
ち
は
更
に
小
規
模
な
集

落
水
道
や
自
家
用
井
戸
等
で

生
活
し
て
い
る
▼
た
ま
た
ま

信
長
に
滅
ぼ
さ
れ
た
一
乗
谷

朝
倉
氏
遺
跡
の
復
元
家
屋
を

見
学
す
る
機
会
が
あ
り
、
家

ご
と
の
土
間
に
井
戸
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、「
ま

さ
に
こ
れ
自
家
用
井
戸
の
元

祖
」
と
感
心
し
た
▼
狭
い
屋

内
は
板
敷
と
土
間
で
仕
切
ら

れ
、
井
戸
は
寝
間
の
間
近
か

に
あ
る
。
火
災
時
に
は
証
文

等
を
さ
っ
と
井
戸
に
放
り
込

み
、
後
で
乾
か
し
た
と
い
う

こ
と
だ
▼
現
在
の
井
戸
水
は

水
質
面
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
戦
国
時
代
の
井
戸
は

火
災
時
の
文
書
保
存
に
も
役

立
っ
て
い
た
。
脇
を
流
れ
る

一
乗
谷
川
は
越
前
の
谷
間
か

ら
流
れ
出
て
、
今
も
身
を
切

る
よ
う
な
清
流
。

本
号
の
内
容

▽
拠
点
都
市
シ
リ
ー
ズ
№
２
７
５

（
４
～
５
面
）

北
九
州
市
の
水
源
状
況
と
国
際
貢
献

▽
下
水
汚
泥
の
広
域
的
処
理
と
資
源
化
（
６
～
９
面
）

▽
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
�
面
）

水道 産 業 新 聞 社
大 阪：〒５３０―００２７ 大阪市北区堂山町

１―５ 電話（０６）６３１２－３ ８ ７ １
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２―４―３ 電話（０５２）５５１－３ ５ ３ ２
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33
月月
かか
らら
「「
33
級級
」」
をを
募募
集集

資格制度管理委員会の初会合（１２日）
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